




図書名(英) Tsukioka Settei 3 "Onna dairaku takara-beki'"
: Kinsei enpon shiryo shusei VI (Collected
Erotic Texts of the Early Modern Period VI) 



































のあと、 「交合和違」 、 「九勢之要術」 、

























































































人々に知識、情報、娯楽が共有され得るという状況になったとき、まず供給されたものの一つが中国由来の「房中書」であり、 「春画的挿絵」であった。そして、これらの書物 近世期を通じて豊か 展開していく春画・艶本の底流としてあった を指摘しておきた 。『黄素妙論』と上方艶本　時代が下るに従い、 『黄素妙論』をはじめとした養生書 テキストは
次第にその書名を伴わず なかに取り込まれていく。このような現象が多くみられるようになるのが、貞享～宝永期
（一六八四～一七一一）


















































る点は、 『黄素妙論』と変わらない。ただし、 「此道」すなわち「色道」がこれ以上ない「たのしみ」であるという箇所は雪鼎の、あるいは日本の艶本の見解があらわれたところ ろう。　『女大楽宝開』を制作する時点で雪鼎が『黄素妙論』を読んでいたのかどうかを明確にすることは難しい。では、 『女令川』 、 『女貞訓下所文庫』において『黄素妙論』の本文を利用する き、先行する艶本から間接的に取捨選択したのはなく、 『黄素妙論』から直接引用して たの ろう 。結論から言えば、そ 可能性は高いと考える。　雪鼎は春画を制作する際に、様々な文献を用いていることを自らの作


























































































































おへし文』 』 （国際日本文化研究センター、二〇〇七年） 。
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この他に、 『俗考』 、 『癸辛雑識』 、 『 鉛総録』 、 『清河書画舫』 、 『留青日札』 、 『路史』 、 『五雑組』 、 『寄園寄所寄 『大中よしのふ集』 、 『源氏うき舟乃巻』 、 『玄旨衆妙集』 。
（
16）　
山本ゆかり『上方風俗画の研究 （藝華書院、二〇 〇年） 、一七三頁。



















町泉寿郎「曲直瀬道三と『黄素妙論』 」 、 『曲直瀬道三と近世日本医療社会』 （武田科学振興財団、二〇一五年）所収、四〇六―四〇八頁。
（
3）　
同前書、四〇四―四〇八頁。
（
4）　
長澤規矩也『図書学参考図録
　
第二輯
　
解説』 （一九七六年、汲古書院） 、五
―六頁。
